
 

【開催方法】 「Zoom」を用いたオンライン研修 

【対象者】 京都市内の急性期・回復期病院等の医療関係者 
医師、作業療法士、言語聴覚士、理学療法士、看護師、医療ソーシャルワーカーの専門職等 

【定 員】 １００名 ※先着順。職場等で複数名での視聴が可能な場合、代表者１名でお申し込みください。ご協力をお願いします。 

【申込方法】 裏面参照                      【申込締切】 令和７年１２月９日（火） 
【費 用】 無  料                  【主 催】 京都市高次脳機能障害者支援センター 

令和７年１２月２３日（火） １３：３０～１５：００ 
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講師はご家族が交通事故で高次脳機能障害となられ、困られたご経験から支援団体を立ち上げ、これまでたく

さんの被害者に寄り添い、支援を継続してこられました。今回はそのご経験から、被害者の方やご家族への経済

的支援の方法、社会保障の制度(自動車保険や労災保険等）、損害賠償請求の方法等についてわかりやすくお

話いただきます。 
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研修受講について 

・本研修はＺｏｏｍを利用します。 
※カメラ・マイクは不要です。 
・インターネット接続が可能なパソコン、スマー 
トフォン、タブレット等が必要です。      
※通信料は、受講者負担です。 
※インターネットへの接続環境や技術的な障害に

よって、研修中に接続が切れる可能性があります。 
※セキュリティリスクを防ぐため、フリーＷｉ－Ｆｉ

での接続は避けてください。 

注意事項 

以下に該当する事項は、固くお断りいたします。 
該当する行為が発見された場合は、ご退室いた

だきます。 
また、研修内容の盗用が発覚次第、講師の著作

権・肖像権侵害として厳重に対処させていただき
ます。 

・研修の録画、録音、撮影 
・資料の二次利用 
・Ｚｏｏｍの参加ＩＤ及びパスワードの無断共
有 
・研修の詳細内容のＳＮＳ等への投稿 

（１）申込み 
 ●以下の申込フォームから、必要事項を入力してください。 

  

（２）受付通知 
●お申し込みいただいたメールアドレスに、研修参加の際に必

要な「受講番号」を記載した受付完了メールをお送りします。 
●受付完了メールが届かない場合は、お手数ですが以下の問合

せ先にご連絡ください。 
  

（３）資料や参加ＩＤ 
●お申し込みいただいたメールアドレスに、研修資料、参加ＩＤ・パ

スコード等を送付します。（申込締切後送付予定） 

  

（４）研修当日 
●研修開始３０分前から入室が可能です。 
●（３）の参加ＩＤ・パスワードで入室してください。 

●入室の表示名は「申込者名（ひらがな、フルネーム）」にしてく

ださい。 所属名は、不要です。 

 例：「みぶはなこ」、「きょうとたろう」 

 

（５）研修受講後 
●アンケートへのご協力をお願いします。 

受講までの流れ 

※お申込みいただいた際は、上記注意事項に同意いただいたものとみなします。 

申込フォーム 

以下のＵＲＬ又は右の二次元コードからアクセスし、お申し込みください。 

URL  https://sc.city.kyoto.lg.jp/multiform/multiform.php?form_id=10227 

※お申込みにあたって、お預かりする個人情報は、本研修以外の目的で使用しません。 

【問合せ先】京都市高次脳機能障害者支援センター 

（京都市地域リハビリテーション推進センター高次脳機能障害支援課内） 

TEL（０７５）９２５－６２５６ FAX（０７５）９２５－６４７２ 

京都市は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

発行 京都市地域リハビリテーションセンター 

京都市印刷物 第 071176 号 

令和７年９月発行 

こんなお悩みはありませんか？ 

交通事故後の経済面の 

患者さんへの支援の 

制度がわからない 

交通事故の場合、労災を使うのかど

うか、損害賠償や自賠責保険、自動

車保険の使い方や申請時期が 

わからない 

京都市では、令和６年１１月に施行した「京都市ケアラーに対する支援の推進に

関する条例」に基づき、多様な主体と連携し、ケアラー支援を推進しています。 

https://sc.city.kyoto.lg.jp/multiform/multiform.php?form_id=10227

